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プロジェクタイル質量・材料等)と得られた SRS のデータベースから要求 SRS にも
っとも近いものを抜き出す 
● 空気銃式衝撃試験機で得られる衝撃の特性を評価する 
● 要求される SRS を生み出すための衝撃試験機のチューニング方法を予測する 
第２章は、衝撃試験についてレビューしながら、衛星搭載機器の試験において試行錯
誤を減らす方法について述べている。入力パラメータの決定にニューラルネットワーク
を使用することについても述べている。また、SRS の相似性を評価する 5 つの指標に
ついても述べている。 
第３章は SRS のデータベースから要求された SRS に近い SRS データを選ぶための










ィルターを使用することで、従来の試験機で SRS が±9dB ばらついていたところを
1kHz では±2dB、１kHz 以上では±4.5dB に抑えることが可能であることを示している。
また SRS のチューニングの一つとして、Knee Frequency を低周波数側にずらすには
プロジェクタイルの運動量を下げることが有効であることを示している。 






って要求される SRS を下回らず且つ過負荷にもならない SRS をデータベースから抜
き出す評価指標としては、本論文で提案した wRMSE が適していること。しかし、デ
ータベース中の SRS データの品質が重要であり、再現性のある SRS を生み出せるよう
高サンプリングレートでローパスフィルターを活用して SRS データを取得しておく必




学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
上記の論文に対して審査を行い、本研究が衛星試験の効率化と衛星の信頼度向上に貢
献することが認められた。論文調査会・公聴会においてなされた様々な質問（wRMSE
のオリジナリティとそれを導出した経緯、実際のデータベースがどのような形になって
いるのか、SRS の相似性の評価を実際にはどのようにやったのか、データベースを改善
するにはどのようなデータを取るべきか、また改善に要する時間はいくらくらいか、
wRMSE の採用による実際の試験時間の短縮効果、プロジェクタイルとダンパーの関
係、等々）についても的確に答えていた。さらに本論文作成の過程で証明した研究能力
と論文の記述から、本人が博士号を授与されるのに相応しい素養を身に付けていると判
断した。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査 
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
